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１．各「基本原則」及び「遵守原則」の遵守状況の説明
基本原則「１．⾃律性の確保」
遵守状況

遵守原則１−１ 教育研究⽬的の明確化、理解の獲得
遵守状況
エクスプレインの種類

基本原則の遵守⽅法に
係る説明

「遵守」

「基本原則」及び「遵守原則」の遵守状況（取組状況）の詳細等

遵守原則の遵守⽅法に
係る説明 本法⼈では、建学の精神・学是を踏まえつつ、2016年11⽉に創

⽴150周年に向けた20年スパンの⻑期ビジョン「Kandai Vision
150」を掲げるとともに、これに基づく政策⽬標（前期10年）を
策定した。併せて、これらを具現化するため、各実施主体におい
て中期⾏動計画（５年）を策定し、毎年度ローリング⽅式によ
り、進捗の確認及び計画の⾒直しを⾏っている。中期⾏動計画
は、寄附⾏為における中期的な計画と位置づけ、評議員会の意⾒
を聴取したうえで理事会の議を経て決定し、年度ごとの中期⾏動
計画の進捗結果及び次年度の計画については、年度末に常任理事
会及び理事会の承認を得て学内外に公表している。

「遵守」
コードの記載通りの⽅策により遵守している



基本原則「２．公共性の確保」
遵守状況

遵守原則２−１ 有益な⼈材の育成
遵守状況
エクスプレインの種類

遵守原則２−２ 社会への貢献
遵守状況
エクスプレインの種類

基本原則の遵守⽅法に
係る説明

遵守原則の遵守⽅法に
係る説明

⻑期ビジョン「Kandai Vision 150」を策定し、学是を踏まえた将
来構想に基づき、諸事業を展開している。また、学⻑の下に「内
部質保証推進プロジェクト」を置き、教育、研究、社会貢献など
の全学的な事項に係る企画・⽴案・検証を⾏うとともに、各部局
単位での内部質保証は当該構成員が⾃覚と責任ある⾏動に基づい
て⾏い、当該部局の運営に責任を負う執⾏部などが主体となって
推進している。2024年度は、社会の変化に対応する有益な⼈材
育成のため、中期⾏動計画にも掲げた新たな学位プログラムの設
置に注⼒し、2025年度に新学部（ビジネスデータサイエンス学
部）、2026年度に新学科（グリーンエレクトロニクス⼯学科
（仮称・設置構想中））を開設する準備を進めた。

「遵守」

遵守原則の遵守⽅法に
係る説明

学是である「学の実化」の下、教育研究成果を社会に還元するた
めの様々な取組を、社会連携部、事業推進局、図書館、学⽣セン
ター、博物館及び各キャンパスで⾏っている。とりわけ学⻑直下
の「社会連携部」では、「社会連携基本⽅針」に則り、産学官連
携センター、知財センター、地域連携センター、⾼⼤連携セン
ター、イノベーション創⽣センター、医⼯薬連環科学教育研究機
構及びカーボンニュートラル研究センターの６センター・１機構
を設置している。研究成果の実⽤化開発・技術移転活動、市⺠向
け公開講座の開催、地域で活躍する学⽣の表彰や課題解決型の地
域連携事業、⾼校⽣向けの講義や学校インターンシップなどの⾼
⼤連携事業、⼤学発ベンチャーの創出⽀援、他⼤学との医⼯薬連
携事業、カーボンニュートラル達成に向けた活動など、⼈材育成
や共同研究を含め、社会貢献を使命とした多彩な事業を展開して
いる。

⼀部もしくは全ての重点事項について、別の⽅策によって達成できている

⼀部もしくは全ての重点事項について、別の⽅策によって達成できている

「遵守」

「遵守」



基本原則「３．信頼性・透明性の確保」
遵守状況

遵守原則３−１ 法令の遵守、社会貢献
遵守状況
エクスプレインの種類

遵守原則３−２ 理事会による執⾏、監督機能の実質化、不正防⽌制度整備 
遵守状況
エクスプレインの種類

基本原則の遵守⽅法に
係る説明

遵守原則の遵守⽅法に
係る説明

社会からの理解と信頼を確保すべく、常に法令を遵守し、法⼈の
健全な発展に資する取組を進めている。2020年10⽉から常任監
事（常勤）を設置するとともに、監事監査規程を制定し、同規程
に基づき監事監査を実施している。具体的には、①監事は、監事
監査計画や監査報告書、監査意⾒書等を策定している、②監事
は、評議員会や理事会に出席（常任監事は常任理事会にも出席）
して毎回積極的に意⾒を述べている、③監事会は、概ね⽉２回開
催されており、活発な意⾒交換が⾏われている、④監事と会計監
査⼈、監査室が同席し、協議できる場を設けている、⑤監事監査
は、監査室が事務の補助を担っている、⑥監事は、⽂部科学省、
私⽴⼤学連盟等の監事研修を毎年受講している。なお、監事は、
監事選任規則に基づき、監事選考委員会を設置して選任される。

遵守原則の遵守⽅法に
係る説明

「理事会・常任理事会議案取扱基準」を定めるとともに、理事会
の権限に属する事項のうち、常勤役員や学校⻑等役職者において
専決処理すべき事項について定め、責任の所在を明確にし、合理
的かつ能率的な事務の処理を図ることを⽬的に、「事務専決規
程」及び「事務専決権限に関する内規」を定め、これら基準等に
基づき、適切に業務執⾏を⾏っている。併せて、ウェブサイトに
役員の報酬基準を公開し、透明化を図っている。また、監査室を
設置し、「内部監査規程」に基づく内部監査を実施しているほ
か、コンプライアンス経営を強化するため、「研究活動における
不正⾏為に関する取扱規程」や「関⻄⼤学公益通報者保護規程」
に加え、「関⻄⼤学コンプライアンス基本⽅針・⾏動規範」及び
「関⻄⼤学コンプライアンス推進規程」を制定し、ホームぺージ
に掲出し、学内外に周知している。

「遵守」

「遵守」

「遵守」

コードの記載通りの⽅策により遵守している

⼀部もしくは全ての重点事項について、別の⽅策によって達成できている



遵守原則３−３ 積極的な情報公開
遵守状況
エクスプレインの種類

基本原則「４．継続性の確保」
遵守状況

遵守原則４−１ ⼤学運営に係る諸制度の実質化、⾃律的な⼤学運営
遵守状況
エクスプレインの種類

遵守原則の遵守⽅法に
係る説明

◆常任理事会の下に設けられた広報専⾨部会において、広報活動
に関する基本⽅針を策定し、戦略的な広報展開を⾏っている。
◆「学校法⼈関⻄⼤学情報公開規程」を制定し、情報公開・開⽰
体制を整備している。
◆法令上の項⽬に限らず、教育、研究、社会貢献に係る多様な取
組や活動をはじめ、財務・資産状況、⾃⼰点検など多岐にわたる
事項を、ウェブサイトや広報誌、ソーシャルメディア、メディア
懇談会などを活⽤し、広く社会に開⽰している。

基本原則の遵守⽅法に
係る説明

遵守原則の遵守⽅法に
係る説明

理事会の下に⽇常の業務執⾏を担う常任理事会を設置し、「理事
会・常任理事会議案取扱基準」に基づき理事会から付託された事
項を決定している。また、理事・評議員に外部⼈材を積極的に登
⽤し、規定された議案に限らず、学内における情報を広く提供し
ている。さらに、年に１回以上、理事・監事・評議員に対して、
それぞれに求められる役割や私⽴⼤学のガバナンスについての研
修機会を設けるなど、各機関及び役割の実質化を図っている。監
事監査の結果は、常任理事会及び理事会に報告され、指摘事項の
対応状況はフォローアップ監査において確認されている。なお、
法⼈・教学がダイバーシティ推進のために⼀体となって対応する
べく、常務理事及び副学⻑が中⼼となって、「ダイバーシティ推
進委員会」を学内に設置し、障がい、性別や性的指向・性⾃認、
年齢、学歴、社会経験、国籍、⺠族、宗教、⾔語、出⾃、⽂化等
のダイバーシティに積極的に対応している。

「遵守」

「遵守」

⼀部もしくは全ての重点事項について、別の⽅策によって達成できている
「遵守」

⼀部もしくは全ての重点事項について、別の⽅策によって達成できている



遵守原則４−２ 財政基盤の安定化、経営基盤の強化
遵守状況
エクスプレインの種類 ⼀部もしくは全ての重点事項について、別の⽅策によって達成できている

◆寄付者顕彰制度を設け、寄付者との交流会を定期的に開催する
とともに、校友会・教育後援会と連携した募集広報の展開や、遺
贈・相続財産のための⼤学オリジナルメモリアルノートの作成
等、相談体制を強化し、寄付⾦収⼊の増加を図っている。
◆理事会で決定した「資⾦運⽤⽅針」に基づく運⽤を⾏い、運⽤
状況を定期的に理事会に報告するとともに、当該⽅針と年間の運
⽤結果をウェブサイトで公開している。
◆危機事象の発⽣に備え、危機管理規程を制定し、危機レベルに
合わせた対応が可能な体制の整備を図っている。また、業務継続
計画、規程、マニュアルの整備、安否確認システムの整備、訓練
を⾏っている。ハラスメントに関しては、「関⻄⼤学ハラスメン
ト防⽌に関する規程」を設け、ハラスメントにかかる相談に迅速
に対応しているほか、構成員に対し、研修を⾏っている。

遵守原則の遵守⽅法に
係る説明

「遵守」


